
「町会ヒアリング」における主な意見
(1)課題・問題

班⻑や区⻑の
町会費の集金
業務の負担

役員や班⻑のなり⼿不⾜

回覧･会議出席･
委員推薦などの
依頼が多い

募金や
委任状
回収の
負担

勧誘や集
金に何度
行っても
会えない

⺠⽣委員
や保護司
など兼務
負担

予算
不⾜

脱会
者の
増加

若い世代が
ﾒﾘｯﾄばかり
追求する

ｱﾊﾟｰﾄ
入居者
の未加
入

会館
利用
の減
少

加入ﾒ
ﾘｯﾄ等
の低下

学校から
の依頼が
多い

役員を一度引き受け
ると辞められない

会員数だけ増え,活
動への参加者が増
えないと,役員の負

担が増す

役員になると行事等の
参加が当たり前になる
(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの制約)

新規加入
の減少

近所付
き合い
が希薄

住⺠情報
の把握が
困難

自主性を
確保した
運営

退職年齢の延⻑や自営
業者の減などが影響

※令和元年9月から令和2年10月まで実施した町会ヒアリング(27町会)において出された意見について，課題や問題として整理できるものを「取り組みの方向性」に分類した。

活動参加
者の固定

化

活動への
参加者が
減少

自発的な参加の
意識づくり

魅力ある
町会づくり

透明性･信頼性
の確保

負担感の軽減

活動全
般に対
しﾏﾝﾊﾟ
ﾜｰ不⾜



「町会ヒアリング」における主な意見

町会活動
のPR強化

加入案内
ﾁﾗｼ配布

行事参加者
への加入
呼びかけ

町会の必要性
を周知

恒常的な見守
り(ご近所付
き合い)

街路灯が町会管
理であることの

周知

行政から業
務移管(町会
の役割up)

子育て世代や子
どもが興味を抱
く事業内容

会員への
還元意識

時代に合っ
た組織への

転換

女性中心の
町会活動

区単位での
活動充実

世代間交流
事業の充実

高齢者や若者の
居場所づくり
(町会館)

町会館
の開放

役員報酬の
基準額設定

外部監査の
実施

町会の合併
検討

市職員や
OBの活動
への協力

人的支援の
充実

役員や班⻑
などへの対
価支給

賛助会員
制度の導入

町会館の
共同管理

街路灯の市
への移管

各種財政支
援の拡充

ｻﾎﾟｰﾀｰ制度
の導入

ﾀｰｹﾞｯﾄを
絞った勧誘 ｱﾊﾟｰﾄなど

の建物全体
での加入

集金業務の見
直し(集金人の
採用･郵便振込
への変更など)

事業部の
統合(役
職の減)

町会への依頼
業務の見直し

働きながら
でも関われ
るような組
織への転換

(2)課題や問題を解決するための方法

※令和元年9月から令和2年10月まで実施した町会ヒアリング(27町会)において出された意見について，課題や問題を解決するための方法として整理できるものを「取り組みの方向性」に分類した。

加入者・
未加入者
の差別化

加入ﾒﾘｯﾄ創設(ﾎﾟ
ｲﾝﾄ制度など)

新規加入者
への特典

地域に特化し
た魅力ある情
報を発信(発信
方法の工夫)

総会資料や
町会だより
の全⼾配布

HP等による
情報発信

学校・地域包
括支援ｾﾝﾀｰ・
企業と連携し
た事業実施

実行委員会形式
での行事開催

人材の活用
(内部・外部)

役員に学生や企業
の従業員を登用

他町会と連携

自発的な参加の
意識づくり

透明性･信頼性
の確保

魅力ある
町会づくり 負担感の軽減

防犯や防災な
ど公共的活動

の充実


